
令和４年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 

 

＜ 鎌倉地域－南地区 ＞ 

 

日      時 令和４年７月25日（月） 午後２時～４時 

場      所 鎌倉市役所 全員協議会室 

出  席  者 自治会・町内会代表 13名 

鎌倉市   ７名 

内      容  

第 １ 部 市長からの説明...................................... P. 1 

「共生社会の取組み、本庁舎整備について」 

 

第 ２ 部 地域の懸案事項に関する報告..........................P. 15 

① 自治会・町内会活動の今後の対応について 

② 旧材木座保育園跡地を公的津波避難施設の建設用地とし 

て活用すること 

 

第 ３ 部 本年度の地域の議題に関する懇談 .....................P. 19 

① 庭木の道路上への張り出しについて 

② ゴミ回収業者の変更時には引継ぎをきちんとして 

③ 旧材木座保育園跡地に災害時の公的避難施設建設を求める 

  件 

④ 高潮ハザードマップの沿岸部地域への印刷物早期配布の要 

  望 

⑤ 青少年指導員等候補者の推薦について 

⑥ 道路の注意書について 

⑦ 防犯灯管理の自治会から鎌倉市の移管について 

⑧ 小坪トンネル工事の鎌倉市分の早期工事着工を 

 

 

 



出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 名越自治会 鈴木 孝 会長 

2 大町四丁目自治会 中村 敏夫 会長 

3 大町五丁目自治会 山田 光利 会長 

4 辻町自治会 渡辺 寿 会長 

5 松葉町内会 髙野 博 会長 

6 乱橋自治会 小野 健次郎 会長 

7 東水会自治会 菅野 哲央 会長 

8 上河原自治会 足立 良作 会長 

9 材木座中央自治会 西澤 俊明 会長 

10 材木座宮仲自治会 髙山 一朗 会長 

11 
鎌倉地区自治組織連合会 

（芝原自治会） 
渡辺 英昭 

会長 

（会長） 

12 仲島町自治会 鈴木 幸夫 会長 

13 神明町自治会 三輪 祐弘 会長 

 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 市民防災部長 永野 英樹  

3 総務部長 内海 正彦  

4 こどもみらい部長 藤林 聖治  

5 環境部長 能條 裕子  

6 まちづくり計画部長 林 浩一  

7 都市整備部長 森 明彦  
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第１部 市長からの説明 

 【全地域共通】 
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

 

質疑なし 
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第２部 

地域の懸案事項に関する報告 
 

04鎌倉南２-１ 自治会・町内会活動の今後の対応について 

04鎌倉南２-２ 
旧材木座保育園跡地を公的津波避難施設の建設用地として活

用すること 
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令和４年度ふれあい地域懇談会（第二部）  回答票 

 

番 号 04鎌倉南２-１ 

テ ー マ 自治会・町内会活動の今後の対応について 

概 要 進捗状況及び今後の予定について 

担 当 部 課 市民防災部 地域のつながり課 

 

議題に対する回答等 

令和３年度（2021 年度）は「自治会・町内会運営のためのハンドブック」を改

訂し、自治会町内会の規模に合わせた組織形態の事例や、創意工夫して活動されて

いる自治会町内会の事例を新たに掲載しました。また、マンションでのコミュニテ

ィ活動の参考としていただくため「マンション自治会・町内会運営のためのハンド

ブック」を別冊として新たに作成いたしました。自治会町内会の運営を担われてい

る方々にぜひご活用いただきたいと考えております。 

今後も、自治会町内会の課題の把握や先進的な取り組みの情報収集を引き続き

行い、自治会町内会活動の負担軽減につながる工夫を検討してまいります。 

添付資料  
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令和４年度ふれあい地域懇談会（第二部）  回答票 

 

番 号 04鎌倉南２-２ 

テ ー マ 
旧材木座保育園跡地を公的津波避難施設の建設用地として活用す

ること 

概 要 進捗状況及び今後の予定について 

担 当 部 課 総務部   公的不動産活用課 

 

議題に対する回答等 

旧材木座保育園は、「鎌倉市公共施設再編計画」や「鎌倉市公的不動産利活用推

進方針」において、施設の集約化や廃止等によって生じた有休・余剰資産を利活用

することにより、財源を確保し、公共施設の更新にかかるコストを削減するととも

に、次の世代に過大な負担を残さないことを目指していることから、売却、定期借

地等の検討を進める方針としております。 

現在、「休日・夜間急患診療所」として鎌倉医師会及び材木座公会堂の改修に伴

う備品類倉庫として材木座自治連合会へ貸付しそれぞれ暫定利用されています

が、貸付期間終了後についても当該方針を踏まえた検討を進めてまいります。一

方、市民の意見等も聞きながら慎重に行うことが必要であるともとらえており、用

地の利活用の検討に合わせて、津波避難のための用地利用の可能性についても検

討してまいります。 

添付資料  
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第２部 「地域の懸案事項に関する報告」に対する意見・質疑 

①自治会・町内会活動の今後の対応について 

②旧材木座保育園跡地を公的津波避難施設の建設用地として活用すること 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

鎌倉市公共施設再編計画ですけれども、いわゆる遊休の公共用地について処分していきましょうというこ

とで、前も言ったと思うのですが、むしろ遅きに失したような形で計画が作られたなと。絶対必要なことは

よく分かるのですが、公共施設全体を対象とするのは当然だとしても、遊休の土地、例えば地域要望がある

材木座保育園のようなところは、扱いを保留にするとか。一律の扱いというのは疑問に感じています。検討

から外すということではないです。市長が計画に縛られることなくやっていきますということで非常に安心

しましたが、計画だからということではなくて、地域要望があるものについては、行政としても真摯に対応

していただきたいという要望です。 

 

＜松尾市長＞ 

あまり期待を持たせてしまい過ぎるような話ができないところもありますが、ただ、ご指摘のように、地

域の方々のこうした津波に対する対応というところについては、引き続きご要望としていただいているとこ

ろもありますし、その可能性について協議をしていくことが重要だと思っておりますので、しっかり取り組

んでまいりたいと思います。 
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第３部 

 本年度の地域の議題に関する懇談 
 

04鎌倉南３－１ 庭木の道路上への張り出しについて 

04鎌倉南３－２ ゴミ回収業者の変更時には引継ぎをきちんとして 

04鎌倉南３－３ 旧材木座保育園跡地に災害時の公的避難施設建設を求める件 

04鎌倉南３－４ 高潮ハザードマップの沿岸部地域への印刷物早期配布の要望 

04鎌倉南３－５ 青少年指導員等候補者の推薦について 

04鎌倉南３－６ 道路の注意書について 

04鎌倉南３－７ 防犯灯管理の自治会から鎌倉市の移管について 

04鎌倉南３－８ 小坪トンネル工事の鎌倉市分の早期工事着工を 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３－１ 

テーマ 庭木の道路上への張り出しについて 

内容詳細 

よく見る光景ですが、道路及び歩道まで枝葉が伸び、道幅を狭く

し、歩行の妨げになり、かつ交通安全上非常に問題があります。ご

近所の手前、躊躇しているのが現状です。（町内の声） 

そこで、公共の立場から、歩行安全上及び交通安全上問題あり、

ということで伐採を強力に促す様、お願いしたい。 

担当部課 都市整備部 道水路管理課 

 

議題に対する回答等 

民有地内の樹木が鎌倉市道に越境し交通の支障になっていることを確認した場

合は、道路管理者である鎌倉市から土地所有者に対して、直接または書面にて自己

所有地の樹木等の適正な管理を促す対応を行っています。 

その際には、所有されている土地が適正に管理されていないことが原因で事故が

起きた場合は、土地の所有者又は管理者の責任が問われることがあることを伝える

ことで、伐採を促しています。 

民地から市道への越境樹木について、御近所の方が直接お声がけをすることは難

しいことと思いますので、民地内からの樹木が交通の支障になっているような状況

を確認されましたら、鎌倉市道水路管理課へご連絡をいただきたく思います。 

添付資料 
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第３部 本年度の地域の議題に関する懇談 

 

①庭木の道路上への張り出しについて 

＜大町五丁目自治会 山田会長＞ 

該当するお宅へ市の方が行って、お話をし、そして何とか剪定してもらいたいというお願いはしているの

かと思いますけれど、それがなかなか我々には見えていない部分があります。そういうのを継続してやって

いただければ、どんどんよくなってくるはずなのですが、普段道を歩いていると、ああ、ここもまた木がす

ごく茂っているなとか、庭から出た植物が道を狭くしているというのが、これは皆さんもこういう光景を見

ておられるのではないかと思います。自治会でそれを注意してくれないかという住民の話もありますが、

中々難しい面がある。お隣近所でちょっと注意してもらったらどうかという話も我々の会議の中には出てい

るのですが、それもやはりお互い気まずくなってしまうようなことがあるのではないかということで、躊躇

をしているということなんですね。 

そこでどうするのか、これは適切かどうか分かりませんけれども、例として三つぐらいあがってきていま

す。 

一つは、剪定をしてほしいという内容のチラシのポスティングです。それを自治会の人がポスティングす

るというのも、我々一緒に生活している者として言いづらいところがあります。そこで、これは非常に難し

い話かと思いますけれど、場所はお教えしますので、市の職員の方にそれをお願いできないかという話が、

我々の役員から出ております。 

もう一つは、各地域でこういうことが起こっているのではないかという想定のもとに、キャンペーンを市

のほうで行ったらどうかという話です。毎月というわけにはいかないかもしれませんが、広報にきちんとそ

ういうのをうたって、庭木の剪定ができていないところは、交通の妨げになって、人身事故につながりかね

ないというような注意を促すということができないか。 

そしてもう一つは、何か事故が起きれば交通災害につながるわけで、防災にも通ずることですので、防災

無線を使えないかということです。防災無線で月に１回でも、こういった内容を流したらどうかという話も

出てきております。何か我々の申し上げたもの、また、市役所のほうで何か考えているようなもの、そうい

うものがあれば、何が一番いいのかということで、実行したらどうかということです。紙を入れただけで

は、中々実施してくれないお宅があります。 

それから、やはり剪定をするということになるとお金のかかることでありますので、特に若い人のところ

は自分でやることはできるかと思いますけれど、お年寄りだとなかなかできないですね。お年寄りのところ

につきましては、経済面で非常に問題があるならば補助金を出しますとか。シルバー人材センターをうまく

活用させていただいて、格安でできるようにするとか、何かそういうような、経済面でも補助できるような

ことができれば、皆さんも積極的に剪定をしてくれるかもしれません。何かいい工夫を考えていただきたい

ということで、この懇談会でテーマとして出させていただきました。 

我々五丁目のほうも、名越のクリーンセンター問題だとか、名越坂踏切の線路に横須賀線が止まってしま

ったときに、にっちもさっちもいかなくなってしまって、緊急自動車も通れませんので、人為的な問題が起
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きてしまうというような課題もあります。それから、山を背負っておりますので、崖崩れの問題もありま

す。いろいろ課題を持っておりますけれども、小さいことから一つずつやっていただければなと。 

これは一つの人災といいますか、交通災害につながる可能性がある。特に注意していただきたいのは、歩

道に出ている木で少し背の高いもの。普段は下を通りますが、雨のときに傘を出すとぶつかってしまい、仕

方がないからそこで傘を縮めるということもあるし、出っ張っていると、歩道から少しはみ出して歩かなけ

ればならない。そこへ車が来たらどうするのかというような、よく注意して見るといろいろ課題がありま

す。小学生の通学路でもそういった場所があります。  

今までは我々が市に意見を申し上げてもなかなか回答が返ってこないというようなこともありましたけれ

ど、最近は、あの話はどうなりましたかとか、ちょっと一緒にまた考えてみましょうというように市から積

極的にその話を持ち出してきてくれるようなことがありまして、過去にあったことについての話が来るよう

になりました。そういう面では非常にありがたいと思うし、課題はたくさんありますけれども、一つ一つ解

決していくためには、やはり市の方とパイプを持ちながらやっていかなければいけないんだなということを

感じております。 

 

＜松尾市長＞ 

ありがとうございます。まちの中を隅々まで色々と会長が見ていただいて、様々な危険箇所をチェックさ

れているということだと思います。ご指摘のような通行に支障があるというようなところにつきましては、

行政のほうでしっかりと直接働きかけするというのが一番有効だと思いますので、そういう形で対応してま

いりたいと思います。ぜひ具体的な場所等をご連絡いただければと思っております。道水路管理課のほうで

対応させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜大町五丁目自治会 山田会長＞ 

防災無線などを使うことは、検討できませんか。 

 

＜松尾市長＞ 

広報かまくらでの定期的な掲載は行っているところですが、防災無線で流してほしいということにつきま

しては、色々な面でご要望は多くいただいております。市としては、命に関わる、緊急性がある内容に絞っ

た形で防災無線は使うというルールで今は運営させていただいておりまして、そこはご理解いただければと

思っております。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

今のお話、東水会でもありました。すごく庭がぼうぼうで刈ってくれないと電線が切れてしまうという話

が周りの方からあって、お話をしに行ったのですが、お年寄りの方で、お一人で住んでいらっしゃって。ピ

ンポンしても出ないし、電話をかけても出なくて、回覧板や何かのときだけはポスティングしておくと取っ

てくれているらしくて、生活していらっしゃるって分かるのですが、全然コミュニケーションがとれなくて
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ですね。あるとき夏の暑い日に、コミュニケーションが取れない中で、もしかして中で大変なことになって

いたら困るのではないかということで、警察署の方と連携して、おまわりさんに入っていただいたことがあ

ります。そうしたら普通に生活していらっしゃって、すごい気が動転して出ていらっしゃって、何をやって

いるんだあなたたちは、という感じになったんですけれども。ただ、我々としては、周りですごく気にして

いるわけですね。もし、酷暑の中でお亡くなりになっていたりしたら、これは一大事だと思って色々やった

けれど全然駄目で、仕方がないからおまわりさんに頼んだわけです。ただ、その方が言っていたのは、刈る

んだったらあなたたちがお金を出すのであればやるよ、と言うわけですね。 

結局、問題はお金なのだと私は思うんです。人によって状況は変わると思いますが、お金を出して、全部

出してあげるとか、そういう話がひとっとびに行っても仕方がないと思うんですけれども。 

私は、草刈などをやるときは割と元気な人は手伝ってもいいのではないかということを自治会内では話し

ています。ただ、話をしていると、高いところやスズメバチの巣など、プロがいないとできないことがあ

る。素人だけでやっていると事故があっても困るということで、尻込みされてしまうようなところがありま

す。なので、難しいところはプロにやっていただきつつ、刈った草とか枝をまとめたりだとか、低いところ

の処理だとか、そういうことは素人でもできると思うんですね、元気がある人だったら。そういう人に、あ

そこのぼうぼうで有名なおうちの草刈りこれからみんなでやりますよ大会みたいなのをやって、危ないとこ

ろは市の方に来ていただくと。だけど、みんなも行って、ちょっと手伝いませんか、後でジュース出します

ので、というような感じでやると、人は集まるんじゃないかと思うんです。 

そういうのが結局、地域の交流にもつながって、空き家の対策であるとか、それから社会福祉で見守りを

するに際しても、どこのどなたがどういう状況かというのは中々掴めないというのも、そういうところに出

ていくことによって、独り暮らしの、もしかしたらご老人の方は、ちょっと見学に来るかもしれないとか、

いろいろな生態系みたいなのがそこでできるんじゃないかと思っています。そういうことをやることによっ

て、庭木の剪定もできる。それからお金の面でも助かる。周りの人はうれしい。当の本人もうれしい。地域

のつながりができる。というような循環が私はつくれると思っておりまして、そういう協力を自治会と市の

ほうでやれたらいいんじゃないかと思っています。 

今、二つの自治会のお話だけですが、もしかしたらほかでも同じような問題を抱えていらっしゃる自治会

もあるかもしれないし、ほかの地域の自治会でもきっとあると思うんです。なので、一対一で処理するので

はなく、道水路管理課と本庁とかで処理するのではなくて、そういう問題が鎌倉市の中でどのように起こっ

ているのかというのを、ある程度テーブルに乗っけてみて、それを総合的に解決するためにはどうすればい

いのだろうというのを、私は考えるべきだと思うんですね。 

そのために、渡辺会長とかも先ほどおっしゃっていたような、市役所と自治会の間でもって、お互いにワ

ーキンググループをつくって、ただ単に１年に１回のサイクルでやるのではなくて、１か月に１回ぐらいの

サイクル、もっと細かくてもいいですけれども、どういう進行しているのか、どのようにやったらいいの

か、意見を出し合って、トライ・アンド・エラーを、ＰＤＣＡをきちんと回すことによって問題解決を図っ

ていくというような試みが、私は必要だと思っています。それをやったらいいんじゃないかということを、

去年もここの場でご説明させていただいたんですけれども、ぜひ実現させていただきたいです。そうしたら
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私もできるだけは貢献させていただきたいと思っていますし、そういうことがやっぱり地域の活性化に役に

立つ。 

それから、自治会に頼むとものが解決するというように地域の人が見てくれるんだと思います。自治会に

頼んでも何か動かないやとか、市に頼んでくれたみたいだけど中々動かないな、とかというようなことだ

と、自治会の存在意義って住民の人には分からないんですよね。頼んだら動いてくれる、頼んだら解決して

くれるという存在に自治会がなることが、自治会の役員の成り手とか、そういうものや何かを確保すること

にもつながるし、市民の生活の満足度を上げることにも役立つということになると思うので、ぜひそういう

ワーキンググループをお願いしたいと思います。 

 

＜松尾市長＞ 

ありがとうございます。この鎌倉南、材木座を中心とした地域の皆様は本当に熱心に地域の活動をしてい

ただいて、また地域のことをよく見ていただいているというのは、毎年やっていて感じます。そういう意味

では、こうした課題について、少し何か知恵をいただいたり、また一緒に活動したりというようなことをや

っていくことができるかなと思っておりまして、そこはぜひやりたいなと思います。ほかの地域が悪いとい

うわけではないのですが、会長様も１年で変わって、自治会もやりきれないといった地域が出てきているの

も事実です。そういうところは中々お声がけしても難しいかもしれないとも思う部分がございまして、ただ

それを言ってもなかなか始まらないので、できる地域からそうした何か新たな一歩というところを踏み出せ

ればなと思います。 

先ほど山田会長がおっしゃっていただいたような課題につきましては、行政主導でいくと、じゃあお金を

出したくなければ全部行政にお願いすればやってくれるのか、といった話になると、中々これも難しいもの

ですから、地域主体で、行政がそこに対してバックアップするというような体制がつくることができれば、

一ついい事例にもなるのかなと思いますので、引き続き、そこの検討ということで動ければと思います。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

ぜひ、ワーキンググループを発足していただけると嬉しいと思います。 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３－２ 

テーマ ゴミ回収業者の変更時には引継ぎをきちんとして 

内容詳細 

ゴミの回収業者が、２年ごと位に変わります。 

特に、ビン・カンの回収カゴの置き場所について、前任の業者か

ら全く引き継ぎがなされていない。置くべき場所に置かれていな

い。今まで置いていない場所に置いていく。 

当方は事務所へ苦情の電話を入れたり、回収カゴを正しい場所へ

置き直したりしています。 

担当部課 環境部ごみ減量対策課 

 

議題に対する回答等 

ごみ・資源物の収集運搬等業務については、複数の事業者で組織する組合に委託を

しており、２年ごとに事業者を変更することはしていませんが、組合内で担当する

収集作業員が変わる場合が想定されます。 

 また、カン・ビン収集運搬等業務については、一般競争入札を行い、令和４年（2022

年）４月から事業者を変更し、御要望にお応えすることができず申し訳ございませ

んでした。 

市といたしましては、5,000 箇所以上あるクリーンステーションの個別の御要望

に対し、きめ細かく対応していく必要があると判断し、カン・ビン収集運搬等業務

の委託先を３月まで委託していた組合に変更いたしました。 

 今後、クリーンステーションごとの実情をしっかり掌握し、委託事業者や組合内

の収集作業員に変更があった場合は、十分な引継ぎを行うよう徹底してまいりま

す。 

添付資料 
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②ゴミ回収業者の変更時には引継ぎをきちんとして 

＜辻町自治会 渡辺会長＞ 

数百か所くらいだろうなと思ったら、5,000か所もあるんですね。それで一々細かいことを言ったらきり

がないとは実際問題思いますけれども、その担当の班長は、いつものところにカゴがないよということにな

ってしまって、班長が駆けずり回ってどこに置いてあるかを探して、というのを１か月近くやったところが

あるんですよね。それで私のところに、これを絶対に市役所に言ってほしいというような経緯があります。

前の業者に戻ったということは問題ないと思いますけれども、業者を変えるときは、なるべく前の人の話を

聞くようにお願いしたいと思います。 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３-３ 

テーマ 旧材木座保育園跡地に災害時の公的避難施設建設を求める件 

内容詳細 

市の津波ハザードマップでは、材木座地区は１丁目～６丁目まで

ほぼ全域が浸水域となっている。旧材木座保育園跡地に近い芝原、

上河原地域は高台にも遠く非難に時間を要する、避難困難地域であ

る。又洪水ハザードマップ、高潮ハザードマップでも浸水域となっ

ている。 

 材木座地区には公的避難施設が無い。旧材木座保育園跡地に材木

座地区の災害を減らすための、公的避難施設の建設をすることを要

望をします。 

担当部課 市民防災部 総合防災課 

 

議題に対する回答等 

材木座地区の災害を減らすため、旧材木座保育園跡地に公的避難施設を建設する

ことについては、市民の意見等も聞きながら慎重に行うことが必要であるととらえ

ており、用地の利活用の検討に合わせて、公的避難施設の建設の可能性について検

討してまいります。 

添付資料 
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③旧材木座保育園跡地に災害時の公的避難施設建設を求める件 

＜乱橋自治会 小野会長＞ 

材木座保育園の跡地を避難施設として活用してほしいというのは、保育園が移転する話が出たときから、

材木座自治連合会として市にずっと要望していました。材木座保育園があるところは、隣に医師会の医療セ

ンターがあります。あの地域は、津波に関して高台に避難するのに非常に遠いところという問題が一つあり

ます。更に、鎌倉市の河川の洪水の地域にもなっています。それから更に、最近できた高潮ハザードマップ

でも、あそこは高潮が来ると被害があるところ。 

そういう意味では、災害の三重苦というか、全部固まっているところなんです。津波の避難施設を造って

くださいというのは、3.11が起きた後からずっと言っているところです。一昨年、台風 19号だったと思い

ますが、避難の放送等でたくさんの人が避難したんですが、あの地域の人たちは、水に対する災害が起きた

ときには大変なことになる地域なので、すぐ避難をしたりする動きがあるわけです。あの場所に何らかの形

での公的な避難施設をつくれば、もっと変わってくるんじゃないかと思っています。 

実は、台風 19号のときに、材木座地域の人で第一小学校に避難した人がどの位いるのかを調べたことがあ

るのですが、すごい人数が避難していました。でも、台風が来るときに、そんなにたくさんの人があの場所

から第一小学校まで行ったら、相当距離があり、避難するのは危険なんですよね。でも、避難を勧告された

りすると、逃げる場所もないわけなので、そういう意味からしても、津波だけじゃなくて、何らかの形で公

的な避難施設をつくるというのは、絶対に有効だと思いますので。そういう公的な避難施設をつくるという

のを、津波だけではなく、もうちょっと別の視点からも考えていただきたいと思います。 

それから、テーマに掲げていなかった問題、もう一つ言っていいでしょうか。やはり災害の話と津波の話

とに関係することなのですが、６年ほど前に、材木座自治連合会として、鎌倉市というよりは松尾市長あて

に、材木座の一番奥のほうにあります弁ケ谷というところの旧市営住宅跡地を避難場所に指定しているわけ

ですが、そこを売られることがないようにというので、あの場所を都市公園化してほしいと。公園になれ

ば、売るというような話は行政としてもできない話になるはずなので、公園化について材木座自治連合会の

会長名で市長あてにお願いという要望書を出してあります。  

６年前なのですが、返事が来ていません。こういうのって困りますよね。これはできませんだとか、やり

ますだとかというのも含めて、きちんと自治連合会として要望書を出しているのに対して、返事を出さない

というのが、ちょっと市長としてよろしくないのではないかと。正確に言いますと、平成 28年の 10月に、

市長あてに、材木座自治連合会の会長名で、弁ケ谷の旧市営住宅跡地を公園化してくださいと出していま

す。住民にアンケートを取りましたら、あそこに 800名の方が手を挙げて、「私あそこに避難します」と言っ

ているような場所ですので。今、返事をというわけではございませんが、きちんと結論を出していただきた

いと思います。 
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＜松尾市長＞ 

すみません、回答がないということで、改めまして、回答させていただきたいと思います。この６年間

で、特に話合いの場もなかったということですね。弁ケ谷のところについては。分かりました、それも含め

て。 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

当時、小礒副市長のときに、この都市公園化の要望に対して、回答がないのはどういうわけだろうという

ことで、話し合いを持ったんですね。そのときに、小礒副市長のほうからは、いわゆる三大緑地を買ったた

めに、一人当たりの公園面積はもう超えていますと。だから、何らか別の方法で、都市公園化じゃない方法

で考えていきたいという話はありました。その後、都市計画課を窓口にして、材木座の防災の整備について

は話し合いをしましょうということになっていたのですが、コロナの関係で中断してしまっています。です

から、鎌倉市が無視したとは思っていないんですけれども、具体的な回答というのはないのが事実ですね。

一応、窓口としてはつくってくれたというのが現状だろうと思います。 

 

＜松尾市長＞ 

改めて、回答も含めて、戻りまして確認と話合いをさせていただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

≪後日回答 まちづくり計画部 都市計画課≫ 

 旧市営住宅跡地の都市公園化につきましては、平成 28年 10月 18日付けの材木座自治連合会からのご要望

に対して、平成 30年２月 15日付け鎌管第 3318号で「都市公園化は難しいものの材木座地区の津波避難対策

の重要性は認識している」こと、「当該地の活用を慎重に検討するとともに、売却を進めるようなことがあれ

ば事前に説明する」ことを回答させていただきました。 

 その後、平成 30年度以降は都市計画課が全庁的な担当窓口となり、同会のご要望をうかがう中で、当該地

については、行政財産にすることが目的である旨を要望として受けました。 

 平成 30年度ふれあい地域懇談会（第３部）での同様の議題に対しては「鎌倉市公共施設再編計画、鎌倉市

公的不動産利活用推進方針に基づき、売却等の検討を進めていく土地である」、「A用地（北東側）は、地元

のご意見を伺いながら、活用の可能性を検討してきたいと考えている」、「B用地（北西側）は、今後、地域

の防災まちづくりを研究する中で、地域の安全のために、この場所で何ができるのか検討していきたいと考

えている」旨を回答しました。 

 令和元年５月 24日開催の貴会会議にまちづくり計画部長、都市計画課長、公的不動産活用課担当課長が出

席し、当該地の状況について「A用地（北東側）は山で、すぐの売却は難しい」、「B用地（北西側）は売却の

予定だが買い手がつくまでの間、避難所として貸し出している」ことを説明し、仮に売却する場合には事前

に貴会に説明する旨の説明をしました。 

 今後も材木座自治連合会からのご要望に対し、調整が図れるように努めてまいります。 
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＜大町四丁目自治会 中村会長＞ 

防災部長がみえているので、旧材木座の保育園の跡地に関して何かあれば、お願いしたいと思います。 

 

＜市民防災部 永野部長＞ 

材木座地区、特に旧材木座保育園があった辺り、特に避難が難しいということは十分認識しているところ

であります。ただ一点、洪水や高潮については、気象面である程度予想ができる部分の災害だと考えており

ます。それに比べて、地震もしくはそれに伴って発生するであろう津波については、あまり時間がない。避

難するのに暇があまりないというような性格の違いが大きいのかなと思っています。 

人間がつくる施設ですので、ある程度の想定をして避難施設をつくったとしても、限界がおのずとあるの

であろうと考えておりますので、十分な時間を持って避難指示であるとか、そういう情報を発表したいと思

っております。発表があった際にはできるだけ速やかに避難していただいて、避難所ができているところ、

避難所を開けますよというところまで行っていただいた方が、きちんと避難ができると考えています。地震

が来ました、津波がすぐに来ます、高いところまで逃げている暇がありませんというときには、津波避難ビ

ルであるとか、高いところ、一番近いところでここが一番高いのではないかというところに逃げるしかない

かと思うのですけれども、そこに施設ができたから、そこに逃げればよいという感じではないのかなと認識

しているところであります。今後、避難施設を整備していくというお話はしていきたいと考えておりますけ

れども、その辺もご認識いただいた上で議論できればと思っています。 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

今の部長の答えを聞くと、決して嫌味な質問をするわけではないんだけれども、今月の 18日に海水浴場で

避難訓練をやりましたよね。何て言っていたか知っていますか。「津波が来ます、注意してください」だけで

すよ。市の人は旗を振っていた。丘に上がってくださいという意味でしょう。その後どうするんですか。ど

こに行くんですか。あれ、訓練になりますか。単なる放送訓練でしょう。だから、今ほかの会長が言ってい

るのは、ちゃんと避難する場所がないとまずいんじゃないんですかということを言っているわけです。用意

してくださいよ。何のための訓練だったんですか。 

 

＜市民防災部 永野部長＞ 

先日実施しました津波避難訓練は、海岸に上がってくださいというところまでの訓練でした。134号をこ

えて、もっと高いところまで実際には逃げていただかないと、津波想定高までは逃げられない、たどり着い

ていないというのが実際であります。訓練の中でそこまで実施ができるかどうかというところになります

と、また色々と別の課題も生じてくるところがあります。きちんとこの高さまで逃げないと駄目ですよとい

うところまでご案内して避難していただければ、訓練としては完璧なのかもしれないのですが、実際にやる

中で、壁がいろいろあるというところでは、ある程度お話しさせていただいたところです。津波避難フラッ

グというのは、今年、赤と白のチェック柄のものを出させていただきまして、実際に上げてみたところどの

程度見えるのかということも確認しながら、今後、次回以降の避難訓練を改善できればと考えております。 
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＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

避難する場所がここですということを指示しなかったら、避難にならないでしょう。それはできっこな

い、だって用意していないんだから、鎌倉市が。だから放送で止まっているんですよ。住民の避難する場所

すら用意できていないんですよ。そんな答えで、本当に住民の命、海水浴場に来た人の命、守れるんです

か。 

 

＜市民防災部 永野部長＞ 

津波が来れば、津波が来る可能性があるというところの情報を発信します。高いところにみんなで逃げて

くださいと。 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

高いところとは、具体的にはどこを言っていますか。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

海水浴客がいっぱい来ているじゃないですか。本当に地震があったときに、あの人たちを収容できるだけ

の避難のキャパシティというのがあるんですか。それがすごく疑問なんですよね、私も。 

 

＜市民防災部 永野部長＞ 

避難所としてはございません。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

ないんだったら、やばいんじゃないですか。単純に。津波が来たら死ねということですか、観光客に。不

都合な真実というのは見ていないという話ですよね。不都合ですけど真実ですよね。それをどうするかを考

えなかったら、本当に起きたときに、市の責任では済まないですよね。東京電力の話と同じですよね。地震

来ない、津波来ないと言っていて、結局来ましたよね。そういうのをどうするんですかという話ですよ。小

学校まで逃げられない人もいるんですよ、お年寄りとか。だから、もっと近くに欲しいから、あえてつくっ

てほしいと言っているんですよね。それを小学校まで行ってくださいというのでは、水かけ論であって、全

然解決策になっていないですよ。プラス観光客です。年間 2,000万人だか 1,000万人だか知りませんが、そ

の観光客が来たときに、地震が来たときに、守れない観光客が入ってきているんだったら、そのままでいい

んですか。そういう話ですよね。これはもっと別途時間をいただくことにしているので、ちょっと弾みで言

ってしまいましたけど、これは真面目に考えなくてはいけないと思います。 

 

＜仲島町自治会 鈴木会長＞ 

今の問題に関連して、今コロナで中断している都市計画課とのまちづくりの打合せができていないので、

そこと非常に関連していると思っていまして、具体的にどうしたらいいのかというので、以前に逃げ地図を
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つくろうと。逃げ地図を皆さんでつくって、それで本当に逃げられるのかと。今、避難施設が指定されてい

ますけども、そこのマンションに本当に入れるのかとか、入れないマンションが多いと思うんですけれど

も。そういうことでは今、小野さんが言われたような、そういう施設が必要になるんじゃないかという、結

論のほうで言っているわけですけれど、それを実証するためにも、関係者で逃げ地図をつくって、作業をし

て、やっぱり駄目だなと。そういうことを再度しないと、皆さんなかなか動けないと思います。それを共同

で、菅野さんの言っているワーキンググループというのはいい話だと思うのですが、そういうような形で実

際に作業していかないと、と思います。 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

市が、そのような放送の防災訓練をやるのであれば、具体的に、例えば由比ガ浜のほうだったら海浜公園

まで行ってくださいとかを言わなきゃ駄目でしょう。ただ津波が来ますから注意しなさいと言われたって、

何なのという話ですよ。あれで海水浴場の防災訓練をやりましたと言われたって、ピンと来るものがないで

すよね。だから、直ちに施設をつくれとか、そういうことではないですよ。総合防災課のスタンスとして、

いつ災害アラートが来るか分からないんだから、やはりそれに備えた訓練をやるべきですよ。以前も放送訓

練をやっていましたよ。でも、あれは注意喚起にはなるかもしれないけれど、具体性を持った避難訓練では

ないですよね。拡声器を聞こえますかと言っているような話でしょう。 

 

＜大町四丁目自治会 中村会長＞ 

高台にという言葉をよく使いますが、実際の現場は具体的にどこの建物の方へとか、そういうことを言っ

てあげないと、と思います。 

 

＜材木座中央自治会 西澤会長＞ 

簡単に一つのお願いです。材木座の自治連合会と鎌倉市と、名越のクリーンセンターについて、確認書と

いう名称で約束ごとを交わしております。その一つは、名越の焼却場を色々変えるときには、話し合いまし

ょうねというのが一つです。それから避難所。保育園の跡地ですね。そういったところの避難所について

も、名越の焼却場のところは避難場所に指定はされていませんが、避難場所であると。この避難所について

も、材木座自治連合会と協議、打合せをしていきましょうねというお約束をしています。お願いはここから

なのですが、コロナ等の影響もあると思いますが、それに関する会議の開催など、なかなかコミュニケーシ

ョンが取れなくなっておりますので、できましたらば、そういう会議を開くようにしていただきたいと。自

治連合会のほうに一言言っていただければ、11の自治連合会、全部まとめることは可能ですので、あまりお

手数をかけないで、そういう協議会を開いていただけたら大変ありがたいので、そのお願いです。よろしく

お願いいたします。 

 

＜松尾市長＞ 

かしこまりました。ぜひ協議させていただきたいと思います。 



33 

 

 

 

 

令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３－４ 

テーマ 高潮ハザードマップの沿岸部地域への印刷物早期配布の要望 

内容詳細 

高潮ハザードマップは昨年神奈川県より発表され市の HPにも掲

載されているが印刷物として配布がされていない。（HPにアクセス

するのが苦手な高齢者もいることから、命に係わるアイテムの市民

への周知方法としては不十分である。） 

高潮ハザードマップを印刷物として沿岸地域に台風シーズン前に

配布をすることを要望いたします。 

担当部課 市民防災部 総合防災課 

 

議題に対する回答等 

高潮ハザードマップは、令和３年５月２８日神奈川県が高潮浸水想定区域等を指

定したものを反映し、令和３年８月に鎌倉市ホームページ上に公開しています。ご

指摘の紙媒体での提供については、作成作業を進めておりますが、部数が限られて

います。また現在、「鎌倉市防災情報ハンドブック」に高潮ハザードマップを掲載

できるよう改訂を進めており、完成した際は全戸配布いたします。 

添付資料 

 

 

  



34 

 

 

 

④高潮ハザードマップの沿岸部地域への印刷物早期配布の要望 

質疑なし 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３-５ 

テーマ 青少年指導員等候補者の推薦について 

内容詳細 

 標記指導員や民生委員などの推薦依頼について、旧態依然とした

やり方のまま、進化がないと感じています。委員が何をしていて、ど

う役に立っているのか、普段は見えないし、「青指」や書面の資料で

は、俄かには内容を理解するのは困難です。特に青少年指導員はイメ

ージしにくく、実際の活動の様子が分かる video clipでの紹介を提

案しましたが、「こども未来部」の反応が鈍いのが気に懸かります。

市としてのお考えをお聞かせください。 

担当部課 こどもみらい部 青少年課 

 

議題に対する回答等 

青少年指導員の活動内容につきましては、青少年指導員が作成した広報誌を自治

町内会や子ども会に配布することで、地域への周知を図っております。この広報誌

は、地域における青少年に対し、青少年指導員が実際に行った文化活動やレクレー

ション活動の記録を掲載したものとなります。書面による周知のため、青少年指導

員の活動内容に関する周知をより具体的にお届けできていないことは、青少年課、

青少年指導員共に一つの課題として受け止めているところです。 

ご推薦をしていただいている町内会長をはじめ、地域の皆様に、青少年指導員の

活動内容をより一層ご理解いただけるよう、毎月開催される青少年指導員による会

議にて、ご提案頂いた方法を含めた広報活動方法について、動画を用いる等改善に

向けた協議をしてまいります。 

添付資料 
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⑤青少年指導員等候補者の推薦について 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

情報を簡単に理解できるというのは、やっぱりビデオだと思うのですね。記憶の定着度というのは、映像

の場合は文字の６倍、それから処理速度は６万倍という話があります。数字はさておいて、いずれにせよ、

全然違うということですね、映像と文字とでは。文字だけで色々な冊子をもらっても、それを全部読んで頭

の中でイメージ化して、理解して、それをさらに人に伝えるというのは、凄く労力がかかります。YouTube

に上がっていれば、候補者に転送すれば済む話です。それから、候補者ではなくても普段から関心がある方

が、それを見るだけで活動内容が分かって、じゃあ今度立候補しようかなと思う人ももしかしたらいるかも

しれません。そういう意味で、ビデオをつくっていただくことによって、自治会のほうも楽になるし、受け

るほうも覚悟しやすくなるというか、こんなことやっているのかと分かるようになる。あるいは、その中に

報酬というようなものがあるのだとすれば、このような実入りもあるのだといったことも全部込みで判断で

きるので、そういう簡単にまとまった一つのビデオクリップがあれば活動がとてもやりやすくなるし、我々

の手間が省けるということなんですね。なので、ぜひそれをお願いしたいということです。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

青少年指導員の話が出ていますが、民生委員も同じです。前から、市役所の担当課へ行って話しています

が、現在はなかなか候補者がいないんですよ。理由は明らかですね。リタイアした人でないとやるのは中々

難しい。それから女性も、今は共稼ぎが盛んなので、中々難しい。私は民生委員の選出のために何軒も回り

ましたが、全部断られて駄目でした。そういう事情を市役所に話しても、全然理解しない。理解はしている

んだろうけども、どうやっていくかという知恵は全くありません。この民生委員の制度は国から来ているも

のだと思うから、どうしようもないんですけどね。いつも、お宅の自治会ではいないんですかと言われる。

鎌倉市全体でも足りないわけでしょう。担当課でもう少し考えてほしいんです。いつも自治会に頼めば何と

かなると、もうそんな時代ではないです。そういうことを担当者自身が考えないといけないですね。いつ話

に行っても同じ返事ですから。ぜひ、その辺を担当課にもよくお話ししてください。お願いします。 

 

＜松尾市長＞ 

ふれあい地域懇談会のほかの地域でも、この課題というのはやはり出ています。鎌倉全体の問題でもあれ

ば、日本中の問題でもあると受け止めるところです。また、おっしゃるように、色々な知恵を出しながら、

何とか担い手を見つけていく必要があると思っています。現時点では、例えばほかの地域では、自治会や少

し広いエリアを範囲とした人材バンクのような形でそういう方をそれぞれでストックしておく、といったこ

とをやっている地域もございます。ただ、これも、その地域ごとのやり方というのもあるのかなとも思いま

す。その辺り、今、青少年指導員のビデオクリップという話がございました。これは民生委員、児童委員に

も使えるお話だと思いますので、そうした様々な手法というところをぜひ検討して、実現してまいりたいと

思います。 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３-６ 

テーマ 道路の注意書について 

内容詳細 
市内の細い道からバス通りに出る所に注意書が道路に書いてある

が古くなり見えなくなっている。新しく書き直してほしい。 

担当部課 まちづくり計画部 都市計画課 

 

議題に対する回答等 

市では、交通安全対策として公道で見通しの悪い交差点等に歩行者や自転車に対

して急な飛び出しなどを行わないよう、路面シールを設置し注意喚起を行っていま

す。 

ご意見の詳細につきましては、令和４年６月１日に上河原自治会会長と路面シー

ルでの注意喚起の補修等のご要望であることを確認させていただきました。 

今後、現地を確認し、対応につきまして検討させていただきます。 

添付資料 
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⑥道路の注意書について 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

この間、私は材木座、神明町の光明寺の側の道路について、ここは危ないですから路面シールを貼ってく

ださいという話を道路課にしました。この間電話したら、道路課から道路担当課に言ってあるとのことでし

たが、今日回答いただければ。そういう話、聞いていますか。 

 

＜まちづくり計画部 林部長＞ 

都市計画課の交通安全担当で、連携をとって、対応するような形になると思います。場所については、私

のところではまだ確認できておりませんので、戻りまして確認をします。 

 

≪後日回答 まちづくり計画部 都市計画課≫ 

 現場確認を実施し、ご要望がありました路面シールの補修及び新設を実施いたしました。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

この間、幼稚園の側を補修していたので、その時にいらした道路課の人に言ったら、そういう返事をもら

ったわけです。この間電話したら、道路担当課に連絡してありますから、そちらから話が行くと思います

と、こういう話だったんですね。それ以上、私は確認するのは失礼だと思っていますから、部長の方で、光

明寺付近のそういう話があったのかどうか、確認していただきたいんです。 

 

＜まちづくり計画部 林部長＞ 

分かりました。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

幼稚園の側の工事は承知しております。私の方で確認いたします。 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３－７ 

テーマ 防犯灯管理の自治会から鎌倉市への移管について 

内容詳細 

材木座地域の防犯灯は現在大多数の自治会で鎌倉市管轄となって

いる。 

少数の自治会では、過去の市への移管可能な時期に申請しなかっ

たことで、現在も自治会管轄となっており、新設、改造、移設など

補助金が 1/2、又、上限もあるため、自治会の負担が継続してい

る。 

市への移管については現在受付不可となっているが、希望する自

治会には市への移管が可能となる対応をお願いしたい。 

担当部課 市民防災部地域のつながり課 

 

議題に対する回答等 

市では、平成 27年度に市内の防犯灯のＬＥＤ化を推進するため、当時賛同を得

た自治会・町内会から防犯灯を移管していただき、一斉ＬＥＤ化の上、維持管理

を行っています。 

一方、自治・町内会等の自主防犯団体が管理する防犯灯については、防犯灯維持

管理費の補助制度を設けておりますが、対応に係るマンパワーや費用の面で、地域

の皆さんの負担になっていると受けとめています。 

このため、新たに自治・町内会が管理する防犯灯の移管を受け付けており、そ

の場合は、一元的な管理を行うために、市の防犯灯ＬＥＤ化事業実施の際に定め

た統一規格に一斉交換していただく他、財産の移管にあたって、自治・町内会で

の決議を経たことを示す議事録の提出をお願いしております。 

これらの要件が整った段階で、市としては、速やかに移管手続の協議を進めて

まいります。灯具を市の統一規格に交換する際も補助制度を活用することが可能

ですので、御相談ください。 

添付資料 鎌倉市防犯灯管理費補助金交付要綱 
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⑦防犯灯管理の自治会から鎌倉市の移管について 

＜仲島町自治会 鈴木会長＞ 

防犯灯の移管を今も受け付けていただいているというのは、いつからでしょうか。前に伺ったときは、や

っておりませんというお答えが窓口のお答えだったのですが、そういう手続ができるという状態になってい

るという理解でよろしいでしょうか。最近の話ですか。 

 

＜事務局＞ 

防犯灯の移管については、平成 27年の一斉ＬＥＤ化に伴ってご案内をさせていただきました。そのタイミ

ングでは間に合わないですとか色々な事情があって、町内会で管理しますよというところが一部残っていま

す。それ以降、例えば、新設した後の灯りの部分の移管の手続も行っております。ご相談いただいたときに

移管の受付をやっていませんという話をされたというところを今初めてお伺いをしましたが、防犯灯の移管

は以前から市で受け付けておりますので、随時ご相談をいただければ、お話を伺いしながら移管の手続を進

めていきたいと思います。今後ぜひご相談いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜仲島町自治会 鈴木会長＞ 

今のお話で、そういう道があるということですので、改めて窓口で伺いたいと思いますけれども、自治会

としての一番の問題点というのは、経済的な方なんですね。移管してもポールは自治会の財産になってい

て、改造・移設に関しては、まだ自治会の負担になっていると。そもそも安心安全のための防犯灯ですか

ら、基本的には行政のほうで管轄されるのが一番いいのかなと思います。ただ管理に関しては、住民から頻

繁に色々ありますから、移管に関わらず自治会が関わっていくということは必要だと思うんですね。ただ、

改造費などの経済的な負担がまだまだ自治会にかかっていますので、そこをぜひ改善していただければと思

います。 
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令和４年度ふれあい地域懇談会 第３部 回答票 

 

番 号 04鎌倉南３-８ 

テーマ 小坪トンネル工事の鎌倉市分の早期工事着工を 

内容詳細 

小坪トンネルの補修工事は逗子市管理で３月までに終了した。し

かし、同一トンネルで残りの鎌倉市側の工事は行われておらず、補

修工事が一部部分だけで終了しているのでは、トンネル全体の安全

にはつながらない。 

トンネル全体の補修が終了しなければトンネルの安全性が保障さ

れないので、残りの鎌倉市側の工事を早急に進めて欲しい。 

担当部課 都市整備部道路課 

 

議題に対する回答等 

 小坪トンネルの鎌倉市側については、土地所有者との調整が整い、令和３年９月

議会で道路認定され、令和４年度に法定点検を実施し、その結果によって修繕工事

の必要性について判断したいと考えております。なお、小坪トンネルの工事を行う

場合は、隧道内は通行止めの必要が生じることが想定されるため、教育委員会が実

施予定である第一中学校の斜面の安全対策工事と実施時期について調整してまい

ります。 

添付資料  
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⑧小坪トンネル工事の鎌倉市分の早期工事着工を 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

一つ不可解に思うのは、このトンネルというのは一体ですよね。どちらが鎌倉市側、逗子市側なんて、民

間の人は一切分からないわけですよ。逗子市側の工事が始まったときに、鎌倉市のほうは何かやるんですか

と聞いたら、鎌倉市のほうは予算がないからできませんという話だったんです。こういうトンネルを工事す

るのであれば、大きいトンネルではないわけですから、どちらがやるにしても、鎌倉市と逗子市で調整を取

って、いつまでに終わりましょうと、これが普通の考え方ではないでしょうか。 

民間企業では考えられないですよ。逗子市側はもう終わっていますから、逗子市が工事したところはきれ

いになっています。天井から壁まできれいになっている。鎌倉側は壁がやや崩れかかっているところから中

が見えるわけですよ。天井も汚くなっていて。トンネルの工事ですから、一体となってやるのが当たり前だ

と私は思います。何で最初に調整しないのかということです。これは調整できなかったのですか。 

 

＜松尾市長＞ 

おっしゃることはごもっともだと思います。決して、お金がないからやらなかったということではござい

ません。先ほどご説明させていただいたように、逗子のほうは緊急性があるということで、すぐに工事をし

たいということです。鎌倉市としてはそういう認識を持っているところではございませんでしたので、逗子

市から話があったところで、調整を始めました。過去からの経過等々も含めて、鎌倉市でやるということが

必要だと確認をしまして、そこから鎌倉市の方で工事ができるように調整に入ったので、少し時間がかかっ

ているというところを、申し訳ございませんけれども、ご理解いただければと思います。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

逗子市側が危険性があると見たわけでしょう。トンネル一体の危険性があるということじゃないですか。

逗子市側だろうが、鎌倉市側だろうが、要するに、小坪トンネル一体が老朽化していて、危険性があるとい

うことじゃないんですか。何故最初の段階で、費用の面とか実施時期の面とか、一緒にやろうということに

ならないのかなと。そうでなきゃ、工事が半分終わったって、小坪トンネル工事終わったって言えないじゃ

ないですか。ここ半分までは安全、ここから先は危ないよと、こういうことでしょう。こういうのは誰がど

うやって決めるんでしょうか。市長が指示を出せば、それで終わりじゃないんですか。 

 

＜松尾市長＞ 

この件については、過去からの経過も一つございます。言い訳のようになってしまいますけれども、昭和

47年か、49年頃に災害復旧工事を。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

きっと理由はたくさんあって、市長も言われたいことがあるのだと思いますけれども、私は、それは内部

だけの問題であって、やるときは一体でやるべきだと思います。市長が決断して、これは一緒にやろうと。

あるいは逗子の工事ちょっと遅らせてくれと。行政間で調整もしないで勝手にやっていいのかと。これが一
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つです。今後の予定については、一中坂との関係で時期をずらして実施するというのは賛成なのですが、一

中坂は令和５年予定とのことで、小坪のトンネルの方はいつ頃やられるのでしょうか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

一中坂は、山の崖の保安林の解除の手続を今年行っております。令和５年度から７年度にかけて、防災工

事を行います。小坪隧道に関しましては、先ほど市長が申し上げましたように、今年、鎌倉市側、市境の方

を点検します。逗子市はそちら側は点検していませんから、危ないかどうかまだ分からないという状況で

す。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

逗子市は点検していないの。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

小坪隧道につきましては、逗子市分しか逗子市は点検していないので、危険かどうかはこれからの判断に

なります。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

鎌倉側でしょう。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

そうです。今会長がおっしゃったように、鎌倉側が危険かどうかこれから点検をいたします。令和６年

度、それを元に設計をしまして、現在、第一中学校とあわせますと、令和８年度に、順調に行けば工事に着

手できると考えています。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

逗子はもう終わって、半分きれいになっているんですよ。それをそのまましばらく放っておくと。もちろ

ん点検とか手続はあると思いますが、放っておくということですか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

逗子市は、もともと逗子の道路ですから、法律上、昨年度までに工事をやる必要がありました。だから待

ってもらえなかった。一方、鎌倉市は、鎌倉市の道路になったのは昨年の９月議会（10月１日議決）ですか

ら、これから順次手続をしてまいります。 

 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

逗子市が令和２年度中にやらなければならないと分かっていたのであれば、何で鎌倉市は一緒に足を揃え

てやろうという発想が起きなかったんですか。 
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＜都市整備部 森部長＞ 

そのために、鎌倉市の道路ではなかったものですから、鎌倉市の道路になるように手続きをするというお

話合いをまず土地の所有者としました。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

当然、工事を始めようと思えば、そういうことがいろいろ必要になるのは分かっているわけですよ。だか

ら、何で前もってそういうことを逗子市と相談してやっておかなかったんですか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

平成 24年に逗子市から相談を受けて、そこから動いているところです。 

 

＜神明町自治会 三輪会長＞ 

平成 24年から計画していて、いつまでにやるということを決めていないんですか。逗子がこの期間にやる

から、鎌倉市もいつまでにやると、そのためにはこういう手続が必要になるという予定表を作っていればい

いじゃないですか。プロジェクトなんだから。普通はそういう仕事のやり方をするんじゃないですか。今

回、非常に不可解なんですよ。何でこんなことになったのか。以上です。もうやめます。 
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その他 

 

＜鎌倉地区自治組織連合会 渡辺会長＞ 

一つ、市の広報のことでお願いがあるのですが、最近、紙面を見ていますと、非常に片仮名用語が多いんで

す。県の議会かながわを見ますと、丁寧に、ページを追うごとに用語解説というのがあるんですよ。極端に言

えば、１ページの３分の１ぐらい用語解説にとっている。鎌倉市はそれがなくて、本でも読んで理解しろとい

うことかもしれないんですけれども、とてもじゃないけど、使っている言葉が意味が分からないということが

あります。 

すぐにというのは無理でしょうけれども、片仮名用語というのはきちんと説明しておいたほうがいい。市長

が言われる、共生社会を目指そうということであれば、情報を共有化する、その情報について正しく理解する

ということが必要じゃないですか。とても理解できないような用語が、多々見受けられます。 

例えば、市の広報で、スマートシティという言葉が出てきますよね。確かに、スマホのＬＩＮＥで見れば、

スマートシティはどうだという形で解説がありますけれど、広報からＬＩＮＥを見てということは普通しな

いと思うんですよね。だから、多少記事は割愛されるかもしれませんけれども、みんなが読んで分かるように、

広報というのはそういうものでしょう。理解してもらうためのものなんだから、ぜひ、編集については検討し

ていただきたいということを要望しておきます。 

 

＜松尾市長＞ 

かしこまりました。ありがとうございます。 

 

＜上河原自治会 足立会長＞ 

庭木の道路上への張り出しなんですが、この間、うちの自治会でもあったんですが、もう住んでおられない

お宅が結構あるんですよ。そうすると、さっきの話のように、そこへ行ってお願いするとかができなくて、実

際にそれが誰の持ち物になっているのかも分からないんですけれども、そういうときは、市のほうにお尋ねし

たら分かるようになるんでしょうか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

土地の所有者が分からない件につきましては、道水路管理課で土地の所有者を調べます。また、空き家につ

きましても、都市整備部総務課が空き家関係を担っておりますので、空き家の所有者等を私どもで調べること

ができます。ただ、誰が所有者であるかは個人情報のためお教えできないので、空き家なら空き家の管理者、

土地なら土地の所有者の方に、私どもの方から声をかけるようにいたします。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

私の自治会も一軒空き家があって、家の中に草が生えていて結構大変なんですけれども、持ち主は分かった

ので聞いてみたんですね。近所に住んでいらっしゃったので。そうしたら、やっぱり税金なんですよね。上物

があると税金が安くなるので、もうボロボロなんだけど残しておいて、そこを倉庫代わりにする。こんな無駄

な使い方はないなと、個人的には実は思っていまして、周りの人は、山が近いので、ネズミが出るだとかムカ
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デがうようよいたとか、草ぼうぼうで物騒だとかということになるわけですね、人が住んでいないと。だった

ら空き家にしないで、更地にすればいいんじゃないかというと、更地にしたら税金がかかるということらしい

んです。であれば、公共目的で更地にするんだったら、税金を農地並にしてあげるとか、そういうようなこと

はできないんでしょうかというのを、ずっと問題提起しております。 

どういうことかというと、住宅地の中に家の一区画だけでもちょっとした農地があったら、そこを交流の場

にできるんじゃないかと。空き地空き家として放っておくと、もうただ単にひんしゅくだけなんですけれども、

税法を変えることによって、別の利用の仕方を促すんですね。税金が安くなりますので、更地にしてください

と、その代わり、地域の人たちの農園というか菜園というか、別にそれでなくてもいいんですけれど、みんな

がそこに集まれるような仕組みをそこに入れてあげたならば、周りの人も嬉しい、土地の所有者も節税になり

ますという形でもってコミュニティをつくることができます。 

さっきも言った社会福祉や何かの観点でも、近所の人同士顔がつながる、何か困ったことがあったら、そこ

に行けばもしかしたらチャンスがあるんじゃないかみたいな場所が、鎌倉市の至るところにつくれるんじゃ

ないかと思っています。東水会の中で一つ、お隣の松葉町内会にも一つ空き家があります。ということは、鎌

倉市の中には多分、何十軒とか、場合によっては数百軒近くの空き家があるんじゃないかと考えたときに、そ

ういうところを地域の人たちが集まる場として使えれば、これは結構、みんな喜ぶのではないかなと思ってい

て。 

ただ、法律面とか、そういうのは私は全然素人なので。それもさっき言ったようなワーキンググループみた

いなものがあれば、そういう場でお話しして、専門の方々にもそこに入っていただいて、私の素人考えをぶつ

けながらも、だけどみんなが満足する、みんなが問題を解決して、価値を感じてもらえるようにするためには

どうすればいいのかというのを、市役所の人と自治会の人の知恵を持ち寄って解決できるんじゃないかなと

思っているので、そういう意味でもワーキンググループをやってほしいと申し上げているんですね。 

空き家問題というのは日本全体の問題で、それができたら、鎌倉発のモデルとして他の市町村に輸出するこ

ともできるかもしれません。突飛な考えかもしれないですが、あえて突飛なところから入ることによって解決

策というのはできていくと思うので、やりたいなと思っております。 

 

＜大町四丁目自治会 中村会長＞ 

昔なのですが、近所の方で、建物を壊しただけで税率が６倍とかおっしゃっていました。だから、建物をあ

えて残しておくんだと。更地にするというのはぜいたく、遊んでいる土地というんですか。そんなので、６倍

とか何かと聞いたことがありますね。そのために、もうぼろぼろになろうが無理矢理に建物を残している、そ

ういう人も結構いるみたいです。 

 

＜東水会自治会 菅野会長＞ 

問題解決をするときに、どこにいくべきかということを考えてやらないと、今あるところで立ち往生してし

まって進まなくなってしまうんですよね。 

先ほどのトンネルの問題もそうだと思います。トンネルどうなんですかって三輪会長がおっしゃっていたの

は、片方、逗子側が完成しているということは、逗子が問題があると思っているから、トンネルに手をつけて

いるわけですよね。鎌倉市としては、鎌倉市の道路になったのが時間的にずれているから、まだ手をつけられ
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ないんです。それは分かりますよ。 

であれば、工事していない範囲が安全なのかどうかの確認はすぐにやるべきだと思うんです。当面使ってい

いですよというようなメッセージを鎌倉市がちゃんと出せば、そのままでも、見てくれはよくないですけれど

も、安心して使えるんだから。時間がかかって５年後位まで手をつけられないのであれば、手をつけられない

５年間は今のままでも大丈夫ですって言ってもらえれば、我々は安心してあそこを使うわけですけれど、逗子

の考え方だけを聞いてしまうと、いつ崩れるか分からないって話ですよね。 

その状況で、手続が何とかというのは、私は違うなと思うんですよ。是が非でもすぐ工事してくださいなん

て言うつもりは、全然ないんです。けれども、市民が安心して通るために、調査をした上で市から大丈夫です

と言ってもらうこと、これは市のお仕事なんじゃないかと思います。 

 

＜松尾市長＞ 

１点だけ、私の先ほどの言葉が足りなかったかもしれません。小坪トンネルの件につきましては、安全か危

険か、それを確認する必要があると思っていまして、今年度、それをやっておりますので、その結果、きちん

とどうだったということはご報告させていただきます。 

少し先走って、工事をする必要があるだろうなというところを申し上げましたけれど、まずそれを今年度確

認すると。これを確認するために、昨年、市議会で道路認定の議決をいただいたという手続を踏んで進めてお

りますので、そこはご理解をいただければと思っております。 

 

 


